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１．はじめに

（１）現状認識
非営利セクター全体にファンドレイジングという概念が定着しつつあり、准認定・認定ファンドレイザーの有
資格者やファンドレイジングスクールの卒業生などファンドレイジングの基礎知識を備えたファンドレイザー
人口が増えてきている。同時に、他セクターからの関心の高まりや資格取得も増えているが、実践経験を積め
る機会が限られていたり、NPO職員になる以外の活躍の範囲がまだ少ないことも実情である。プロボノや外部
支援者としての活躍が期待されるが、実践経験の少ない希望者を受け入れられる体力のあるNPOが多くないこ
とも活躍の機会が限られる理由として挙げられる。
また、ファンドレイジング強化に取り組みたいNPOは確実に増えているが、誰に何を相談したらよいかわから
ない、ファンドレイザー採用や育成に不安がある、採用にかかる費用が捻出できないなどまだ課題が多くあり、
人材のマッチングにも複数のハードルがある。
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人材マッ
チング

共通認識
の醸成

実践経験

コミュニ
ティ形成

（２）サマリー 上記のような現状を変えてNPO活動をより推進し、非営利セクター全
体の底上げを図るために
・NPOとファンドレイザー（ファンドレイジング有資格者/実践者/フリーランスファ
ンドレイザー等）がファンドレイジング伴走支援という外部支援の役割を共通認識と
して持ち、受け入れ側、伴走者側それぞれの実践経験を持つことで有効性を体験する
必要がある。
・NPOの相談先であり、伴走者としての側面も持つ中間支援組織や財団とも上記の共
通認識を共有し、人材マッチングのハブ存在となることが理想と思われる。また活用
できる人材のデータシステムも必要となる。
・ファンドレイジング実践も伴走支援もケースによって多様な対応力や広い専門性を
要することがあるため、個々のプレーヤーが知見を共有し、学びあえるコミュニティ
形成がされることを目指す。



©日本ファンドレイジング協会

中間支援組織

財団

２．戦略ロードマップ（1/2）

2022年度 目標2023年度 2024年度 2025年度 2026年度カテゴリ（分野/テーマ）

② 伴走支援の経験が積める実践の機会がある

NPOの伴走支援者

活用が増え、組織課

題に取り組みやすく

なっている状態

中間支援組織や財団

が地域NPOの相談

窓口として必要な際

に外部伴走支援者を

活用・紹介できる状

態

⑤互いの強み・専門性が共有され、パートナーシップが組める

Ａ．ファンドレイジング伴走支援

者という新たな役割が認識される

Ｂ．実践者・伴走支援者

コミュニティの形成

Ｃ．組織課題の解決が進み

NPO活動が促進される
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NPO

多様なキャリア・

働き方のファンド

レイザーが伴走支

援者としても活躍

し、共に学びあえ

るコミュニティが

形成されている状

態

① 伴走支援の基礎を学び存在意義を理解することで自身のキャリアステ

ップの幅が広がる

専門課程
コース
＆

虎の巻

⑬地域NPOが必要としている外部伴走支

援者を一緒に探せる、マッチングするこ

とができるようになる

D.地域の中間支援組織・

財団がハブ機能もしくは

パートナー機能を果たす

⑭ 中間支援・財団・行政において

伴走支援者活用の認識が高まる

ファンドレイジ

ング実践者と伴

走支援者が成長

しあえるコミュ

ニティが形成さ

れ、効果的なマ

ッチングが行わ

れてNPOの活

動を促進し、社

会的変化を生む

エコシステムが

実現している状

態

行政

E．共通認識の醸成

実践
研修

③互いに知見を共有し、学びあえる機会がある

⑧ FR伴走支援を受け入れる実践の機会がある

⑥ 相談先の中間支援組織などから

伴走支援の活用を勧められるようになる

②伴走支援の経験が積める実践の機会がある

⑪外部伴走支援者とのつながりができる、活用方

法が見える機会がある

⑫ 自組織が地域NPOへの伴走支援を行うケース

と、外部伴走支援者を活用するケースを選択する

ことができるようになる

財団・行政による伴

走支援の費用がつく

助成の仕組みが増え

ている状態

⑰ NPOとの協働や、NPO支援の制度が増え

行政の社会的課題の取り組みがなされている

⑨組織内での伴走支援者活用の認識が高ま

り組織運営に積極的に活用するようになる

マッチン
グ

⑮ 財団・行政において伴走支援者

費用がつく助成金が増える

⑱ 既にある伴走支援助成の取り組みの成果が

可視化され、他地域でも活用される

全体目標

⑲ふるさと納税・行政版クラウドファンデ

ィングの増加
⑳行政におけるファンドレイザー登用の増加

ファンドレイジン

グ有資格者/実践

者/フリーランス

FR

⑦伴走支援者の活用方法や必要性に

ついて学べる場がある

⑯社会的課題の多様化と顕在化が進み、

NPOの解決力への期待がより高まる

⑩伴走支援者の活用方法や必要

性について学べる場がある

④自身の強み・専門性を意識し向上へと繋がる



©日本ファンドレイジング協会

一般企業

セクター

２．戦略ロードマップ（2/2）

2027年度 目標2028年度 2029年度 2030年度 2031年度カテゴリ（分野/テーマ）

㊳ フリーランス・NPO所属・企業プロボノ・

サービスプロバイダー等所属や背景・専門性も

様々な人材が必要に応じてチーム編成できるよ

うになる

㉞ 個々のファンドレイジング実践者・伴走支

援者が成長し、NPOの大小にかかわらず成果を

出せるようになる

・個人として社会の

変化を生み出すイン

パクトクリエイター

が輩出される状態

・一般企業の社会貢

献事業への取り組み

が当たり前となり、

NPOやサービスプ

ロバイダーとの協働

が増える

・社会性と利益を両

立する組織目的をも

つ社会的企業の増加

・どの業界・

組織において

も成果が出せ

る、個人とし

て社会に変化

を生み出せる

インパクトク

リエイターと

して活躍する

人材が増える

・枠を超えた

プレーヤーの

連携促進が社

会課題解決を

促進させる状

態

・営利セクターと非

営利セクター間の人

財流動が活発化し、

転職や協働の垣根が

低くなっている状態。

・非営利セクターへ

の資金流入が増えて

いる状態

㉑ 社会課題解決に企業として

取り組むことが日常化している

㉚ファンドレイジング伴走支援者が㉒㉔㉕㉖な

どの相談先となり、共に計画を行う存在となる

㉛ 営利セクターからの転職や、企業プロボノ

の増加により人材流入や交流が増える

I．個々の変化を生み出す力の向上、

枠を超えたプレーヤーの連携促進

F．非営利セクターとの協働や

資金・人材提供の増加

H．社会的インパクトを目指す組

織・人材の広がりと多様化
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NPO向け

サービス

プロバイダー

㉕NPO向けサービスを提供す

るサービスプロバイダーの増

加

㉙サービスプロバイダーと一般企業との協働事

業が増える、投資や寄付など資金流入が増える

G.伴走支援者との連携の増加

㉒ NPOやNPO向けサービスへの資

金・人材の提供を行う企業が増える

㉓ 社員プロボノ・出向などNPOとの

人流が増え、非営利セクターでのネク

ストキャリアを検討する人材が増える

㉟ 実践者・伴走者という立場から、事務局長

や理事などを経験する多様なキャリアステップ

が増える

全体目標

創出される

エコシステム

㊱ NPOに限らず大学・福祉・行政・企業・士

業など幅広い分野で活躍するプレーヤーが増え

る

全体・

社会情勢の変化

㉘ 伴走支援機能を有するまたは外部伴走支

援者と連携するサービスプロバイダーの増加

㉝ 社会課題に対して活動する人と組織、形態、

資金の流れが多様化し、社会性への意識の高ま

りとともに、それぞれのチャレンジを後押しす

る社会になる

㊴ NPOに限らず社会的インパクトの創

出が加速・増大される

㉗サービスプロバイダーやソーシャルビジ

ネス業界が輩出する若いプレーヤーが増え、

さらに起業が増加していく

㉜社会的インパクトを出す力を備えたNPOや社会

的企業が増加し、業界全体の資金流入も増加する

㉖NPO経営への理解度が高いサービス

プロバイダーの増加と提供サービスの

向上

㉔ 社会的企業の組織目的と認

識が明確となり、認証制度など

ができて社会的価値が高まる

㊲ 多くのNPOや幅広い分野で活躍する伴走支

援者の中から、寄付者やステークホルダーの視

点／立場に寄り添い伴走する存在も輩出される



©日本ファンドレイジング協会

３．詳細解説・用語解説等（1/2）ロードマップ1ページ目

●2026年までの全体目標
『ファンドレイジング実践者と伴走支援者が成長し
あえるコミュニティが形成され、効果的なマッチン
グが行われてNPOの活動を促進し、社会的変化を生
むエコシステムが実現している状態』
ここを目指すために、主要なステークホルダー間で
共通認識の醸成が行われていることが重要だと考え、
この5年間はその具体的アクションとして専門課程
コースや実践研修、虎の巻作成を計画している。

●具体的アクション

・ファンドレイジング伴走支援専門課程コース
・ファンドレイジング伴走支援虎の巻

・実践者/伴走支援者コミュニティの形成

NPO
中間支

援/財団

有資格

者

FR

伴走支援

者

相談

伴走
or紹介

パートナ
ーシップ

C：NPO活動の促進

A：ファンドレイジン
グ伴走支援者という
新たな役割の認識

E：共通認識の醸成
B:実践者・伴走支援者コミュ
ニティの形成

D：地域の中間支援組織・財
団がハブ機能orパートナー機
能を果たす

FR実践

者

フリーラ

ンスFR

ファンドレイジング実践者・有資格者・フリーランスファンドレイザー/NPO/中間支援組織/財団を主要な
ステークホルダーとして挙げ、NPO組織がより活躍し社会課題解決が促進される未来に向けて、より多様
な人材の流入と活躍が期待されるファンドレイジング伴走支援という存在が、どのようにステークホルダ
ーと連携をしていくかについて表現した。

共通認識の醸成 実践経験

コミュニティ形成
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1ページ目のステークホルダーに加えて一般企業・NPO向けサービスプロバイダーを追加し、
営利・非営利のセクターを超えた多様な人材の交流と資金流入への期待と、それが起こるために主要なステ
ークホルダー（ファンドレイジング実践者・有資格者・フリーランスファンドレイザー/NPO/中間支援組織/
財団）間から生み出された拡大したエコシステムに起こる未来についての表現を目指した。

●2031年までの全体目標
『どの業界・組織においても成果が出せる、個人として社会に変化を生み出せるインパクトクリエイターと
して活躍する人材が増える／枠を超えたプレーヤーの連携促進が社会課題解決を促進させる状態』

＜用語解説＞

インパクトクリエイター：業界や所属組織に関わらず、社会的インパクトを創出できる個人のこと

＜事例紹介＞

⑰伴走支援者費用を出している助成金事例
●Panasonic NPO／NGOサポートファンド for SDGs

https://www.panasonic.com/jp/corporate/sustainability/citizenship/pnsf/npo_summary.html
●クラウドファンディング伴走支援助成金

https://congrant.com/jp/news/20210228.html
⑰伴走支援者費用を出している行政事例

●京都府地域交響プロジェクト専門家派遣事業
https://www.pref.kyoto.jp/chiikikokyo/senmonka_ichiran.html

⑰㉓活用可能性のある制度
●企業版ふるさと納税（人材派遣制度）

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/pdf/R021013_jinzaigaiyou.pdf
㉔社会的企業の認証制度事例

●米国の社会的企業の認証制度～B Corporation と Benefit Corporation
https://www.jabes1993.org/article_2020.1_hayashi.pdf

㉗サービスプロバイダーと一般企業との協働事例
●Giving100 by Yogibo

https://congrant.com/jp/yogibo/

３．詳細解説・用語解説等（2/2）ロードマップ2ページ目
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４．おわりに

（１）本ロードマップの特徴
・皆さまの声で進化を続けます！
このVer.0.1の公開をキックオフとし、今後も様々なダイアログ・対話の場を設けながら皆さまの声を
いただき、どんどん進化・発展させていきます。

・オール・ジャパンで実現を目指します！
本ロードマップは、日本ファンドレイジング協会のみが実現させていくロードマップではありません。
多くの方々がロードマップの描く未来に共感し、それぞれのお立場で実現に向け動き出していかれる
ことを強く望み、オール・ジャパンで実現していきます。

（２）ご意見を募集しています！
下記のgoogleフォームより、ご意見・ご感想などをお寄せください。
https://forms.gle/CuS9WoxSL1RfNMXq7

（３）コンタクト・パーソン
・浅井 美絵（フリーランスファンドレイザー）

mieasai@gmail.com
・河合 将生（NPO組織基盤強化コンサルタント office musubime 代表）

kawai.masao@musubime.org
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